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活動報告❷

　2018年8月27日・28日、「武蔵野大学数理
工学シンポジウム2018」が武蔵野大学有明キャ
ンパスで開催されました。本シンポジウムは諸分
野の著名な先生方に数理工学の魅力や最先端の研
究等について講演していただき、数理工学に関す
る様々な情報・知見・知識を共有することを目的
としています。2015年から年に1度開催され、
今回で第4回を迎えました。今回は例年にも増し
て多数のご参加があり。立ち見が出るほどの盛況
でした。

（聴講した学生の感想：一部抜粋）
数理工学と聞くと、数学や物理の分野のイメージが強かったので、生命科学などの生物の分野
に利用できると聞いて驚きました。蕁麻疹をはじめとして人体の現象を数理で計算できるとい
う発想は今まで考えもしなかったので、数理工学に対する興味が湧いてきました。数理工学は
無限の可能性を秘めた学問だと感じました。（李先生の講演に対して，児童教育学科1年K）

今まで多くの人に数学は世の中で生かされていると教えられてきたもののその意味が理解でき
ませんでしたが，今回のシンポジウムでその意味が分かった気がします．数学の世界の広がり
を知ることができたので、もっと色々なものに興味を持ち、それを数学と結び付けて考えてみ
たいと思います。（数理工学科1年T）

数理工学は文系の自分には難しく、正直関わりがあまりないのではないかと思っていました。
しかし、どの先生方も数字や物理だけでなく、日常生活に大きく関わるような研究をされてい
ました。その中でも、過去に経験した東日本大地震やこれからもずっと付き合っていかなけれ
ばならない地震や津波を研究なさった浅井先生の講義に特に興味を持ちました。(法律学科1
年T)

同期現象という現象を学生にも分かり易く説明してくださったので，大変興味を持つことが出
来ました。学校で習うような数学は社会に出ても役に立たないと思っていましたが，数学は
様々な場面で使われていることがわかりました．（千葉先生の講演を聞いて，社会福祉学科1
年C）

データをそのまま見るのではなく、なにかに関連づけることで新たな視点を見出すことができ
るというのは私にとって大きな発見でした。(椿先生のご講演を聞いて，会計ガバナンス学科
1年U)

大きなフレアが起こることを予測に、今まで行った観測のデータ、コンピューターシミュレー
ションや数理解析を使うと知ることができました。数理で社会への影響を事前に防ぐことが可
能ということや、宇宙のことを知ることが出来ると知れて勉強になりました。（草野先生の講
演を聞いて，数理工学科1年K）

数学はとても奥が深くて、面白い学問であると分かった。数学を嫌う人はたくさんいると思う
が、そのような人たちが私たちが習ってきた数学はほんの一部で、本当はもっと幅広くいろい
ろな場面で活躍しているということを知れば、数学に興味を持つ人も増えてくると思った。（児
童教育学科1年Ｓ）

武蔵野大学数理工学シンポジウム2018が開催されました
（2018年8月27日・28日）

=プログラム= 

8月27日（月）

10:00-11:00	� 「明日の地球を守る宇宙天気予報」草野完也（名古屋大学）

11:15-12:15	� 「同期現象の数理」千葉逸人（九州大学）

13:30-14:30	� 「生命科学の新たな可能性を開く数理」李 聖林（広島大学）

14:45-15:45	� 「情報幾何の展開」甘利俊一（理化学研究所）

16:00-17:00	� 「粘菌アメーバに学ぶ柔らかいコンピュータとロボット」青野真士（慶應義塾大学）

17:15-18:15	� 「粘菌に学ぶかたち作り」中垣俊之（北海道大学）

8月28日（火）

10:00-11:00	� 「つぶつぶダイナミックス　～はちみつのコイリング現象から津波災害まで～」浅井
光輝（九州大学）

11:15-12:15	� 「科学の文法 - 認識と設計と支える標準シナリオ」椿 広計（統計センター）

13:30-14:30	� 「観光は平和へのパスポートとなるか？エージェント・ベース・モデルによる分析」堀
内史郎（阪南大学）

14:45-15:45	� 「社会連携における数学の力、社会連携による数学研究の拡がり：事例紹介を通じ
て」山本昌宏（東京大学）

中垣先生ご講演

浅井先生ご講演

 
8月27日 (月)  
 

( 9:50- オープニング) 
 

10:00-11:00 草野完也（名古屋大学） 
「明日の地球を守る宇宙天気予報」 
 

11:15-12:15 千葉逸人（九州大学）  
「同期現象の数理」 

 

13:30-14:30 李聖林 （広島大学） 
「生命科学の新たな可能性を開く数理」 
 

14:45-15:45 甘利俊一  (理化学研究所) 
「情報幾何の展開」 

 

16:00-17:00 青野真士 (慶應義塾大学) 
「粘菌アメーバに学ぶ 
　柔らかいコンピュータとロボット」 
 

17:15-18:15 中垣俊之 （北海道大学） 
「粘菌に学ぶかたち作り」 

8月28日(火) 
 

10:00-11:00 浅井光輝（九州大学） 
「つぶつぶダイナミックス 
～はちみつのコイリング現象から津波災害まで～」 
 
11:15-12:15 椿広計（統計センター） 
「科学の文法ー認識と設計とを支える標準シナリオ」 
 
13:30-14:30 堀内史郎（阪南大学） 
「観光は平和へのパスポートとなるか？ 
エージェント・ベース・モデルによる分析」 
 
14:45-15:45 山本昌宏（東京大学） 
「社会連携における数学の力、社会連携による 
　数学研究の拡がり：事例紹介を通じて」 
 
(クロージング -16:00) 
 

武蔵野大学	
  	
  
有明キャンパス	
  
４号館 411室	
  
	
  
　	
  

４号館	


事前登録不要・参加費無料 	
  
（一般の方でもご自由に参加いただけます）	
  

主催・問い合わせ： 武蔵野大学 数理工学センター	
  
(MCME:	
  Musashino	
  Center	
  of	
  Mathema5cal	
  Engineering)	
  
Tel:	
  03-­‐6865-­‐8051	
  	
  	
  E-­‐mail:	
  mcme@musashino-­‐u.ac.jp	
  
	
  
組織委員：薩摩順吉,	
  三村昌泰,	
  阿部修治,	
  西川哲夫,	
  渡辺知規,	
  高石武史,	
  
上山大信,木下修一,	
  山中卓,	
  友枝明保,	
  松家敬介,	
  八島亮子	
  

２０１8  武蔵野大学  
数理工学シンポジウム 

(りんかい線「国際展示場駅」徒歩７分)	
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活動報告❸

　本年度も龍谷大学との連携シンポジウムを開催いたしまし
た。第３回目となる本シンポジウムは龍谷大学の瀬田キャン
パスで行いました。 龍谷大学からは修士の学生からの積極
的な研究発表もあり、有意義な連携シンポジウムとなりまし

た。なお、この研究集会は龍谷大学科学技術共同研究セン
ター 2017年度研究プロジェクト「局在パターン生成・伝
播と交差拡散・非局所効果の数理的研究」(代表:四ツ谷晶二) 
の支援を受けています。

第３回龍谷大学連携シンポジウム

日時：２０１８年２月9日（金）～２月１１日（日）
場所：　龍谷大学瀬田キャンパス
【講演タイトル】
八島亮子	（武蔵野大学）	「生活史によって型づくられる，脊椎動物の遺伝的多様性と集団構造」
三村昌泰	（武蔵野大学）	「�Traveling waves in Neolithic transition of farmers and hunter-gatherers in 

Europe」
森田善久	（龍谷大学）	 「境界で物質移動のある拡散系のチューリング不安定性」
上山大信	（武蔵野大学）	「生物個体群に見られる比率調整機構の数理的考察」
松家敬介	（武蔵野大学）	「Gray-Scottモデルの離散化および超離散化の時空パターンと平衡解の安定性について」
薩摩順吉	（武蔵野大学）	「ある非局所非線形発展方程式の差分化」
助國晟也	（龍谷大学）	 「SKT交差拡散定常極限方程式の解の多重度について」
松原　久	（龍谷大学）	 「SKT交差拡散定常極限方程式の解の一意性とその数学的証明」
廣瀬翔太	（龍谷大学）	 「細胞極性モデルに対する定常極限問題の2次分岐点について」
野田康矢	（龍谷大学）	 「空間非一様な被食者・捕食者拡散モデルにおいて個体数に与える拡散の影響」
丸山亮祐	（龍谷大学）	 「生物種の生存のための最適資源配置について～楕円型境界値問題の主固有値の最小化～」
山岸義和	（龍谷大学）	 「アルキメデス螺旋格子上のボロノイタイリング」
山中　卓	（武蔵野大学）	「受注や利益の変動に注目した企業の信用リスク評価モデル」

　例年通り、平成３１年３月、武蔵野大学数理工学センター
より武蔵野大学数理工学センター紀要第4号を刊行致しまし
た。本紀要は、武蔵野大学数理工学センター員等による研究
成果等を年１回公表することを目的としています。掲載され
る記事は、数理工学および数理工学にまつわる数理科学、数
理物理学などに関連するものとなっており、第4号に掲載す
る記事のタイトルの一覧は以下の通りです。

数理工学センター紀要第4号の刊行

・�災害時に避難時間を短縮し犠牲者をなくすためには何をす
ればよいのか？― 建物火災の場合 ―
・�重力勾配下の長尺衛星の配向
・�ある視点から撮影したフットサル選手の動きを平面上へ復元
する方法の実践
・�パターン形成FEMシミュレーションにおける数値解の誤差評
価
・交通流を記述する新しい非線形離散モデルについて
・反応拡散系の減算のない離散化と平衡解の安定性について
・�観測可能および観測不可能なリスク要因を反映した確率的
細分化モデルとその信用リスク評価への応用可能性について
(順不同)

武蔵野大学数理工学センター紀要の記事はバックナンバーも併せて武蔵野大
学の学術機関リポジトリから閲覧できます。
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活動報告❹

　EMaTとは、主に全国の工学系学部生を対象にしたマーク
シート方式の数学の試験のことです。試験範囲は、工学系数
学の4分野である、微分積分、線形代数、常微分方程式、確
率・統計における基礎的必須項目となっており、これらの基
礎的必須項目を理解し、使う力が身に付いているかどうかを
チェックするのが試験の目的となっています。この試験を、
今年度も、数理工学科2年生が受験しました。
　昨年度（2017年）には、武蔵野大学工学部数理工学科
の学生も含め32大学、6高等専門学校、2173名の学生が
EMaTを受験しました。EMaTは、一部の大学が大学院入試
にも利用をしており、高学年の学生も多く受験しています。
そのようななかで、数理工学科の学生は2年生にもかかわら
ず、受験をした4分野（微分積分、線形代数、常微分方程
式、確率・統計）のいずれにおいても、少なくない学生たち
が、全国の受験生の中で上位に入る好成績をおさめました。
このような優秀な成績をおさめた学生たちに対して数理工学
科では表彰を行い奨励賞として賞状と記念品を授与しました。
　一般に、学生たちは、学年があがるにつれて自らの進路や
キャリア形成をより意識するようになります。そのような中
で、EMaTの受験は、日頃の学習成果を客観的に判断するよ

い機会だと思われます。武蔵野大学工学部数理工学科の学生
一人ひとりが、自信をもって自らの進路を切り開いていける
ように、数理工学科で行っているこのような機会を積極的に
活用していってほしいと願っています。

　2018年12月３日、及び１７日に、数理工学科初めての
4年生の卒業研究に合わせ、数理工学科では、卒業研究で計
算サーバの利用を希望する学生に対し、利用申請を兼ねた、
「計算サーバ利用講習会」を開催しました。
　この講習会では、数理工学科の教育用として導入されて
いる計算サーバの概要説明の後、各自のPCを用いて、計算
サーバへのリモートログイン、ファイルの編集・コピー等

の基本的な unix コマンドによるファイルの操作、そして、
Python や C を用いた簡単なプログラムを実際に実行して
みることで、学生たちに計算サーバの利用方法を知ってもら
いました。2回実施されたこの講習会には約30人の学生が
参加し、その後の卒業研究では計算サーバが活発に利用され
ていました。次年度以降も年2回程度開催していく予定です。

EMaT（イーマット，Engineering Mathematics Test，
工学系数学統一試験）を2018年12月8日（土）に実施しました。

数理工学科3，4年生向け、計算サーバ利用講習会の実施
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活動報告❺

【はじめに】
　武蔵野大学数理工学科では、数理工学の普及や数理工学教
育の発展に貢献することを目指して、2014年度から通算し
て、第4回目の数理工学コンテストを開催しました。本コン
テストでは、本学数理工学科の数理工学教育方針に沿った形
で、１）数理的な考え方による数式化と２）統計的なデータ
分析の二つのテーマ設定で募集を行いました。結果、全国各
地から197作品の応募がありました。

【募集要項】
　身の回りの事項や社会的な問題に対して、以下のテーマを
設定しています。
1)�数学や物理などの数理的な考え方を用いて数式化を行
い、対象や問題の性質を説明する。

2)�統計的なデータ分析を行い、問題を解決するための有益
な情報を取り出す。あるいは興味深い解析結果を導く。

応募資格としては、中学生・高校生・大学受験生の個人、も
しくはグループとし、A4判縦長用紙に横書きで8枚以内と
しました。（応募期間：2017年9月1日～2018年1月31日）
レポートの実例をテーマ１とテーマ２それぞれについて作成
して示しました（テーマ１：「行列の最適な並び方とは？」、
テーマ２：「大相撲の決まり手の数と力士の体重の相関につ
いての分析」）。

【応募状況と受賞作品】
　全197作品の応募のうち、テーマ別では、数理モデルの
テーマ１が132作品、統計のテーマ２が65作品でした。今
回は、数理モデルのテーマが多い傾向にありました。
　分析の対象としては、ドローンの最適化や奨学金の危険性
など時流に乗った需要の高いテーマや、シャボン玉や花瓶な
どの回転曲面など日常生活に潜む数理に迫るテーマ、校歌や
カキツバタの美しさなど文化的なテーマなど幅広いテーマが
見られました。方法としても、数理モデリングやシミュレー
ションでは本格的にjava言語で書いたもの、統計分析では
多変量解析を駆使したものなど段々高度化してきています。
また、データ取得としては、測定やアンケート、ネットから
の取得と共に、テキストからの取得が数件ありました。テキ
ストマイニングの近年の発展に伴い、今後増えてくるものと
思われます。レポートとしてのまとまりも、例年どおり、よ
くまとまっている作品が多く、発想も面白い作品が増えてき
ました。全体的にレベルの高い作品が多く、審査では大変苦
労しました。
　受賞作品の選考は、西本照真武蔵野大学学長を始めとす
る5名の選考委員による話し合いによって行われ、最優秀賞
が1作品、優秀賞が3作品、奨励賞が5作品、選考委員賞が
4作品、ジュニア奨励賞が3作品選ばれました。受賞結果お

よび最優秀賞作品と優秀賞作品は数理工学センターのホーム
ページにて公開されています。(https://www.musashino- 
u.ac.jp/admission/event/mathematical_engineering_
contest.html)。受賞作品のリストは表の通りです。授賞式
は2017年3月24日に武蔵野大学有明キャンパスにて実施
されました。

【2018年度の数理工学コンテストの募集について】
　2018年度も、2017年度と同じテーマで数理工学コンテ
ストを開催した（2019年1月31日募集締め切り）。

2017年度第4回数理工学コンテストの開催

最優秀賞（1作品）

作品名 作者名
（〇は代表者） 学校名・学年

『ドローンによる効率的な被災者の探索の
シミュレーション』

〇志垣 理久
　秋山 久遠
　遠藤 拓斗
　國本 純希

広島大学附属高等学校 
3年生

優秀賞（3作品）

作品名 作者名
（〇は代表者） 学校名・学年

シャボン玉のパチンッを徹底解析～割れる時間と
膜厚の相関について～ 〇神田 　華 文京学院大学女子高等

学校 3年生

花瓶の製作ー回転曲面の展開および画像貼り付けー
〇小橋口 純
　宮﨑 悠人
　小川 佳菜

大阪教育大学附属高等
学校天王寺校舎 2年生

映画館の快適な座席はどこか？ 〇水戸岡 拓海 明治大学付属明治高等
学校 3年生

審査員賞（4作品）

作品名 作者名
（〇は代表者） 学校名・学年

エクセルを利用した簡易渋滞シミュレーションの
開発とその利用 〇中川　匠 熊本県立熊本西高等学

校 3年生

いずれアヤメかカキツバタ～カキツバタの美しさは
どこにあるのか～

〇細見夏樹
　横尾 　萌
　梶野 捺津子
　酒井 花梨

愛知教育大学附属高等
学校 3年生

動摩擦について、身近なもので調べてみた。 〇関 すおみ 明治大学付属明治高等
学校 3年生

血液型の割合の研究 〇古澤 聖太 久留米工業高等専門学
校 2年生

ジュニア奨励賞（3作品）

作品名 作者名
（〇は代表者） 学校名・学年

急いでいるのにエレベーターが・・・階段の方が早い！？ 〇中桐　幸多朗 明治大学付属明治中学
校 3年生

力持ち選手権
〇藤原 里紗
　吉永 有希
　吉川 歌織

筑紫女学園中学校 3年
生

駅まで一度も信号に引っ掛からないとき 〇木村 望春 明治大学付属明治中学
校 3年生

奨励賞（5作品）

作品名 作者名
（〇は代表者） 学校名・学年

星型正n角形k点飛ばしにおける面積の一般化公式を導く 〇高柳 　茜 文京学院大学女子高等
学校 2年生

校歌の表現特性 〇内田 隆文
　狩野 考論

島根県立松江南高等学
校 3年生

家庭用太陽光発電パネルの発電量と気温の
関係についての研究 〇石川 奏太 愛媛県立吉田高等学校 

2年生

夏季における気候変化と人々の服装変化 〇戸水 　空 東京都立戸山高等学校 
2年生

奨学金の罠

〇外山 海仁
　紙屋 涼太
　西邨 龍登
　福本 恵汰

奈良県立青翔高等学校 
2年生

表　受賞作品のリスト
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　生命動態などをはじめとする自然現象を理解する代表的な
手法として、実際の現象もしくは実験によるデータの取得お
よび解析が挙げられます。また、高速道路などにおける交通
流といった社会現象にいたっては、実験を行うことが困難な
ため、実際の交通流を観測して得られるデータが現象を理解
する手掛りとなります。
　実際の現象を観測したり、実験を行ったりすることは、観
測機器等の準備に金銭的な問題や倫理的な問題などから困難
となる場合も少なくありません。そこで、実際の現象の観測
や実験の実施によるデータの解析の代わりに、現象を理解す
る手法として、現象を数理モデル化し、計算機による数値計
算をはじめとする解析を行うものが挙げられます。この現象
の数理モデル化と数理モデルの解析について私は研究してい
ます。特に、微分方程式や差分方程式による現象の数理モデ
ル化と数理モデルに由来する微分方程式や差分方程式の解析
を行っています。例えば、生体内で新しい血管ができる血管
新生における血管内皮細胞の運動の数理モデル化および解析
(図１)を行ってきました。
　また、微分方程式を計算機で計算するには微分方程式を離
散化する必要があり、離散化の手法の一つとして差分法が挙
げられます。差分法とは、極限操作で元の微分方程式が得ら

れる差分方程式を得る手法で、このような差分方程式は一つ
の微分方程式に対して様々なものがあります。ただ、離散化
で得られた差分方程式と元の微分方程式の解の構造が、離散
化の誤差などによって、異なっている場合もあります。元の
微分方程式の解の構造を保存する離散化はどういうものか
(図２)、離散化で得られる差分方程式の解の構造は元の微分
方程式のそれとどのように変化するかについても興味をもっ
ています。
　さらに、差分方程式に対して超離散化と呼ばれる極限操作
を施すことで新たな差分方程式が得られます。離散化は微分
方程式の独立変数を離散的なものにする操作と見なせば、超
離散化は従属変数を離散的なものにする操作とも見なせま
す。超離散化で得られた差分方程式はセルオートマトンと呼
ばれる有限個の状態をもつ離散力学系を解にもつことがあ
り、微分方程式の解の構造を理解する手がかりとなることが
期待され、微分方程式の解の構造を保存する超離散化の構成
(図３)も私の研究テーマの一つであり、現象の理解につなげ
ていきたいと考えています。
参考文献：K. Matsuya, F. Yura, J. Mada, H. Kurihara and T. Tokihiro, SIAM J. Appl. 
Math., 76 (2016) 2243-2259. 
K. Matsuya and M. Murata, Spatial pattern of discrete and ultradiscrete Gray-
Scott model, Discrete Continuous Dyn. Syst. Ser. B, 20 (2015), 173--187.

研究紹介 01

松家 敬介（MATSUYA, Keisuke）

微分方程式または差分方程式による数理モデル 
微分方程式の解の構造と離散化および超離散化

所属：工学部数理工学科　講師
専門：数学解析、 数学基礎 ・ 応用数学
学位：博士(数理科学)

所属学会：一般社団法人日本応用数理学会 
学歴：東京大学 数理科学研究科 数理科学専攻
職歴：東京大学/特任研究員を経て2015年4月より現職

図１：�血管新生における細胞の運
動を差分方程式で数理モデ
ル化し、シミュレーションし
たもの （ ：細胞,  ：出来
かけの血管）

図２：�反応拡散系であるGray-Scottモデルを離散
化し、数値計算で得られる時空パターンの一
例（横軸：空間、縦軸：時間）

図３：�Gray-Scottモデルを離散化
および超離散化し、数値計
算で得られる時空パターン
の一例（横軸：空間、縦軸：
時間）
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研究紹介 02

三村 昌泰（MIMURA, Masayasu）

拡散のパラドックス 
—自然に潜むパターンの解明に向けてのある数学者の挑戦—

　「拡散」という言葉を、私の手元にある辞書で引くと、「粒
子や熱が拡がって行き、やがて一様になって行く物理現象」
と書かれている。例えば、インクを水に滴下したときの広が
りや、煙が空気中に拡がる様子は良く見かける拡散現象であ
るが、最近では、「原発事故による放射性物質の拡散」、「ネッ
ト選挙のデマ拡散」、「ウイルスの拡散」等の言葉が日常的に
使われているように、拡散は「一様に拡がっていく」という
単純な振る舞いを説明する言葉として我々の日常生活でよく
使われている。
　このようなる拡散という現象に対して、イギリスの数学者
であり、計算機科学のパイオニアそして人工知能の創始者で
あると言われるアラン・チューリングは、１９５２年、拡散
は「必ずしも一様に拡がらずに、逆に集中化させる」性質が
あるというパラドックスを簡単な方程式を用いて、数学と計
算機シミュレーションから拡散パラドックスを説明すると共
に、それが生物において重要なイベントである形態形成の仕
組みの本質ではないかと主張したのである。しかしながら、
チューリングの考えは１９５０年代の生物界においてはまっ
たく認められず、数学者の机上の空論であると片付けられた
のであった。というのもこの時期は、これまで未知であった
遺伝子の役割が明らかになることから、生物界には分子生物
学や分子遺伝学等新しい学問分野が誕生し、「生物が持つ遺
伝情報を理解することができれば、生命系が解明できる」と
いう遺伝子決定論が拡がっていたからであろう。その他に決
定的であったのは、彼が数学者であり、彼の考えは生物現象
を記述するモデルから説明したのではなく、数学を使って説
明したにすぎないと判断されたことからであろう。その２年
後の１９５４年、チューリングは厳しい批判に答えることな
く、４１歳の若さで、帰らぬ人となったのである。もしも彼
がもう少し強い意志で生きていたならば、生物界にどのよう

な反論をしただろうか？チューリングの提唱した拡散パラ
ドックスは本当に机上の空論なのだろうか？あるいは現実の
系、特に生物系に現れるのであろうか？２０年後に化学の世
界で、ある酸化還元反応で拡散パラドックス拡散パラドック
スが確認された。更に、その１０年後イギリスの応用数学者
であり、数理生物学者であるジム・マレーは，動物の模様は
どのようにして出来上がるのかという問題を取り上げ、「ヒョ
ウの斑点はどのように決まるか？」を発表した。彼はチュー
リングの考えに基づいて、先ず化学物質である形態因子に
よって模様パターンが作られ、その場所にメラニン色素が沈
着して模様を形成するかの可能性を述べた。以後徐々ではあ
るが、拡散パラドックスが生物系にも現れてきている。
 チューリングは４２年間で彼の人生を閉じた。人生に悩
み、苦しみそして社会を恨んだことが彼の死を早めたことは
まちがいないだろう。しかしながら、彼の研究はわずか２０
年足らずであったが、それらは多くの並外れた業績を残し
た。数学者としてはもちろん、暗号解読者、計算機科学者そ
して数理生物学者としてそれぞれの分野においてその名を
残したのである。暗号解読機のチューリングボンベ、コン
ピュータの原型となるチューリングマシーン、人工知能を判
定するチューリングテスト、今回取り上げたチューリングパ
ターン、そしてコンピュータサイエンス分野のノーベル賞と
も言える「チューリング賞」がその一例である。このように
チューリングは２０世紀の数学者であるとともに科学者とし
て大きな足跡を残した。興味深いことに、２１世紀に入り、
彼のこれまでの業績の引用件数は確実に多くなっている。こ
の意味で、彼は常に我々より先に進んでいた天才科学者であ
り、“ ２１世紀”の最も優秀な数理科学者であると言ってよ
いのではなかろうか。

所属：工学部 数理工学科 特任教授
専門：現象数理学
学位：工学博士(京都大学) 

所属学会：日本応用数学会フエロー, 日本数理生物学会名誉会員
学歴：京都大学大学院 工学研究科数理工学専攻博士後期課程退学(単位修得) 
職歴：明治大学研究・知財戦略機構特任教授を経て2017年4月より現職 
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武蔵野大学数理工学センター  センター員の紹介

三村 昌泰 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授） 
専門分野 ： 現象数理学

阿部 修治 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授） 
専門分野 ： 材料科学、 システム工学

西川 哲夫 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授） 
専門分野 ： 生命情報科学、 ゲノム科学

高石 武史 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授） 
専門分野： 数値シミュレーション / 数理モデル

上山 大信 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授） 
専門分野 ： パターン形成、 シミュレーション

渡辺 知規 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授） 
専門分野 ： 応用数理、 数理科学、 機械工学

木下 修一 （武蔵野大学工学部数理工学科 准教授） 
専門分野 ： 統計物理学、 ネットワーク科学

友枝 明保 （武蔵野大学工学部数理工学科 准教授） 
専門分野 ： 渋滞学、 計算錯覚学

山中 　卓 （武蔵野大学工学部数理工学科 准教授） 
専門分野 ： 金融工学、 数理ファイナンス

松家 敬介 （武蔵野大学工学部数理工学科 講師） 
専門分野 ： 数学解析、 数学基礎 ・ 応用数学

八島 亮子 （武蔵野大学工学部数理工学科 助教） 
専門分野 ： 生命情報学（遺伝学）、 進化生物学

Sushma Kumari （武蔵野大学工学部数理工学科 助教） 
専門分野 ： 機械学習 / ランダム行列理論

薩摩 順吉 （武蔵野大学工学部数理工学科 教授） 
専門分野 ： 応用数理、 非線形可積分系

【問い合わせ先】
武蔵野大学　数理工学センター
住所：〒 135-8181  東京都江東区有明 3-3-3
　　　武蔵野大学有明キャンパス 4 号館 404 室
Tel : 03-5530-7333（代表）
Web site : http://www.musashino-u.ac.jp/facilities/mathematical_engineering.html

編集後記：大学院も設置され、いよいよ研究活動が本格化して
参りました。本年度をもって News Letter を担当するのが最後
になりますが、今後とも武蔵野大学数理工の活動を楽しみにし
ております。� 編集委員：八島 亮子

センター長

センター員

（嘱託職員）	 佐藤 紀志雄

（客員研究員）	 竹内 康博 （青山学院大学理工学部 教授）
（客員研究員）	 室田 一雄 （首都大学東京経済経営学部 教授）
（客員研究員）	 田中 健一郎 （東京大学大学院 情報理工学系研究科数理情報学専攻 准教授）

事務スタッフ

客員スタッフ

移転先


